
H２４．２．２３ ３月２３日（金）から貸出カード＆ホームページが新しくなります 

 3 月 23 日（金）から、貸出カードがリライトカードに切り替わります。 

 リライトカードは、本のタイトルや返却期限などの情報を、くり返しカードに印字する磁気

式のカードです。 

 貸し出しの際、専用の読み取り機を通して、本のタイトルや返却期限を印字してお渡ししま

す。 

 カードの切り替えに伴い、図書館での手続きが必要となります。 

▼ 手続きの方法 ※３月２３日（金）から受付となります。 

  「個人貸出申込書」に記入して、現在のカードと一緒にカウンターに提出してください。

（※住所、電話番号等に変更がない場合でも記入が必要です） 

  ＜リライトカードのイメージ＞ 

     （表）               （裏） 

 
 カードのデザインは、仙台市出身の絵本作家とよた かずひこ氏のオリジナルです。 

 また、図書館ホームページをリニューアルし、デザインを一新します。 

 新着図書情報の検索や購入図書案内を携帯電話でも見ることができるようになります。 

 ぜひ、新しい図書館サービスにご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 



H２４．２．２１ 図書館施設利用案内のお知らせ 

 現在、当図書館では、「どんぐり子ども図書室」、「南館（プレハブ）」、「自動車図書館

なかよし号・あおぞら号」、「臨時開架書庫」を利用して業務を行っております。 

 敷地内でのご利用につきましては、「利用案内図」及び「排架概要図」をご参照ください。 

＜利用案内図＞ 

 

 

●排架概要図● 

 
H２４．２．１４ 石狩市民図書館修理ボランティアの皆さま、ありがとうございました。 

 本日、石狩市民図書館修理ボランティア皆さまの手により修復された本が到着しました。 

 震災以降、当図書館では臨時開館の準備で本の修理の対応が出来ず困っていたところ、昨年

１１月の「図書館絆まつり」に石狩市民図書館様に参加いただいた際に、修復をしていただけ

るお話しがあり、約３ヶ月かけて、石狩市民図書館内で約１５４冊の本を修復していただきま

した。 

 修復の模様については、どうしんウェブ「北海道新聞」で閲覧をすることができます。ぜひ、

ご覧ください。 

 （リンク：http://www.hokkaido-np.co.jp/news/sapporo/349917.html） 
  修復された本は、再び貸し出し用として末永く使用することができるようになりました。 

 この度は、石狩市民図書館修理ボランティアの皆さま、コーディネートをしていただきまし

た石狩市民図書館様、大変ありがとうございました。 



 
修理された本の数々。皆さんの期待も一緒に詰まっているようでした。 

 

これでまた、末永く読んでいただけるようになりました。 

H２４．２．１０ 新規登録者数及び貸出冊数等統計のお知らせ 

 沢山の方々のご支援により、１０月１１日にプレハブ「南館」が、そして、１月６日に「ど

んぐり子ども図書室」がオープンしました。 

 利用状況を改めて統計にして見ると、新規登録者数及び貸出冊数が増加しております。 

 震災後の臨時開館における「月別新規登録者数」及び「月別貸出冊数」は下記のとおりです。 

 皆さまのますますのご利用をお待ちしております。

 



 

H２４．２．４ 「どんぐり子ども図書室」オープンのその後 

 1 月 6 日の「どんぐり子ども図書室」オープンから、はや 1 ヶ月を迎えます。 

 おかげ様で先週土曜日には３００人を超える来館者がありました。 

 また、オープン前は屋外で開催していた「お話し会」も、温かな図書室内で開催しておりま

す。 

 改めて、ご支援のありがたさを感じているところです。 

 今後も、ますます多くの皆さまに利用されるような環境づくりを目指して参ります。 

 

「どんぐり子ども図書室」館内の様子 

 

ねころび台では親子のふれあいも 

 

毎週木曜日 11 時からお話し会開催中  


